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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査線とデータ線との交差に対応して設けられた画素を有する電気光学装置において、
　前記画素に設けられ、スイッチング素子を介して前記データ線に接続される画素電極と
、
　前記画素電極と対向する共通電極と、
　当該共通電極の電位を基準として高電位側の正極性画像信号及び低電位側の負極性画像
信号を、前記データ線に供給するデータ線駆動回路を有し、
　前記データ線駆動回路は、
　前記データ線のうち隣り合う３本以上のデータ線をまとめて制御するマルチプレクサ単
位回路を備え、
　前記マルチプレクサ単位回路を介して、
　前記隣り合う３本以上のデータ線のうちの一部に対して前記正極性画像信号と前記負極
性画像信号とのいずれか一方を供給し、
　前記隣り合う３本以上のデータ線のうちの残りに対して前記正極性画像信号と前記負極
性画像信号とのいずれか他方を供給し、
　前記隣り合う３本以上のデータ線のうちの他のマルチプレクサ単位回路に制御されるデ
ータ線に隣り合うデータ線と前記隣り合うデータ線に隣り合う前記他のマルチプレクサ単
位回路に制御されるデータ線とに対して、フレームが変わっても、同じ極性の前記正極性
画像信号または前記負極性画像信号を供給し、
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　前記正極性画像信号が供給されるデータ線と前記負極性画像信号が供給されるデータ線
とが隣り合う境界が、フレーム単位で変わるように、前記正極性画像信号及び前記負極性
画像信号を供給する、
　ことを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　複数の走査線と複数のデータ線との交差に対応して設けられた画素を有する電気光学装
置の駆動方法において、
　前記画素に設けられた画素電極と前記データ線とを、前記走査線からの制御信号に応じ
てスイッチング素子を介して接続し、
　前記画素電極と対向して形成された共通電極の電位を基準として高電位側の正極性画像
信号及び低電位側の負極性画像信号を、前記データ線のうち隣り合う３本以上のデータ線
をまとめて制御するマルチプレクサ単位回路を介して前記データ線に供給し、
　前記マルチプレクサ単位回路により制御される前記隣り合う３本以上のデータ線のうち
の一部に対して前記正極性画像信号と前記負極性画像信号とのいずれか一方を供給し、
　前記マルチプレクサ単位回路により制御される前記隣り合う３本以上のデータ線のうち
の残りに対して前記正極性画像信号と前記負極性画像信号とのいずれか他方を供給し、
　前記隣り合う３本以上のデータ線のうちの他のマルチプレクサ単位回路に制御されるデ
ータ線と隣り合うデータ線に、前記隣り合うデータ線と隣り合う前記他のマルチプレクサ
単位回路に制御されるデータ線とに対して、フレームが変わっても、同じ極性の前記正極
性画像信号または前記負極性画像信号を供給し、
　前記正極性画像信号が供給されるデータ線と前記負極性画像信号が供給されるデータ線
とが隣り合う境界が、フレーム単位で変わるように、前記正極性画像信号及び前記負極性
画像信号を供給する
　ことを特徴とする電気光学装置の駆動方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の電気光学装置を備えたことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学装置、及び、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気光学装置として、アクティブマトリクス型の液晶表示装置が知られている。このア
クティブマトリクス型の液晶表示装置は、複数の走査線、これら走査線に略直交する複数
のデータ線、ならびに、走査線及びデータ線の交差に対応して設けられた複数の画素回路
を有する第１の基板と、この第１の基板に対向して設けられた第２の基板と、前記第１の
基板及び前記第２の基板の間に設けられた電気光学物質である液晶と、を備えている。
【０００３】
　液晶は、第１の基板上の画素回路が有する画素電極及び第２の基板上の共通電極から、
画像信号としての電圧が印加されることにより駆動される。上述の電圧としては、直流電
圧と交流電圧とがあるが、液晶は直流電圧で駆動されると焼付きを起こす。このため、液
晶は交流電圧で駆動される。この交流電圧で液晶を駆動する方式として単純なものに、共
通電極の電位を基準電位として、共通電極よりも高い電位（以降、正極性と呼ぶ）である
正極性画像信号、及び、共通電極よりも低い電位（以降、負極性と呼ぶ）である負極性画
像信号を、１フレームごとに交互に各データ線に供給する、フレーム反転駆動方式がある
。
【０００４】
　ところが、フレーム反転駆動方式では、フリッカと呼ばれる画面のちらつきが発生する
。これは、液晶に画像信号を印加する画素電極の極性が、正極性の場合と負極性の場合と
で、液晶の光学特性に微妙なずれが生じることにより、１フレームごとに交互に現れる正
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極性のフレームと負極性のフレームとの間で、画像の明るさに差異が生じるためである。
【０００５】
　このフリッカを抑えるために、正極性画像信号及び負極性画像信号を、１水平ラインご
とに交互に各データ線に供給する１Ｈ反転駆動方式や、１画素ごとに交互に各データ線に
供給するドット反転駆動方式が用いられている。これらの方式では、１フレーム内に正極
性の画素電極及び負極性の画素電極が混在するため、フリッカを相殺させ、フリッカを抑
制できる。
【０００６】
　しかし、この１Ｈ反転駆動方式やドット反転駆動方式では、フリッカを抑制できる点で
は有利であるが、画像信号の極性を反転させる回数が増えるため、消費電力の増大を招く
という問題があった。
【０００７】
　このため、フリッカを抑えつつ、消費電力の抑制を図った電気光学装置（例えば、特許
文献１参照）が示されている。この電気光学装置では、複数のデータ線をｐ本（ｐは２以
上の自然数）ごとのブロックとして規定し、正極性画像信号及び負極性画像信号を１ブロ
ックごとに交互に各データ線に供給する方式（以降、ブロック反転駆動方式と呼ぶ）を採
用している。
【０００８】
　これによれば、１フレーム内に正極性の画素電極及び負極性の画素電極が混在するため
、フリッカを相殺させ、フリッカを抑制できる。また、画像信号の極性を反転させる回数
の増加を抑制できるため、消費電力の増大を抑制できる。
【特許文献１】特開２００４－２５８４８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界では、ディスクリネーシ
ョンの影響により、コントラストが低下するという問題がある。１Ｈ反転駆動方式、ドッ
ト反転駆動方式、ブロック反転駆動方式では、複数の画素電極のうち極性が異なるもの同
士の境界が多い。特に、ドット反転駆動方式ではこの境界が多いため、ディスクリネーシ
ョンの影響が大きく、コントラストの低下が問題であった。
【００１０】
　本発明は、上述の事情に鑑みてなされたもので、電気光学物質の焼付きと、フリッカと
、消費電力の増大と、を抑制しつつ、ディスクリネーションの影響を抑えコントラストの
低下を抑制できる電気光学装置、及び、電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するため、本発明は以下のものを提供する。
【００１２】
　本発明の電気光学装置は、複数の走査線と複数のデータ線との交差に対応して設けられ
た画素を有する電気光学装置において、前記画素に設けられた画素電極と前記データ線と
が、前記走査線からの制御信号に応じてスイッチング素子を介して接続されるとともに前
記画素電極と対向して共通電極が形成され、当該共通電極の電位を基準として高電位側の
正極性画像信号及び低電位側の負極性画像信号を、複数本で制御するマルチプレクサ単位
回路を介して前記データ線に供給するデータ線駆動回路を有し、前記データ線駆動回路は
、前記マルチプレクサ単位回路内において前記画素電極のうち前記走査線及び前記データ
線が延びる方向に隣接する２以上のものが同じ極性となり、かつ、異なるマルチプレクサ
単位回路毎の境界で制御されるものが同じ極性となるように前記正極性及び負極性画像信
号を供給することを特徴とする。
【００１３】
　この発明によれば、以下の手順でデータ線を介して画素電極に正極性画像信号を書き込
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む。
　まず、走査線に制御信号を供給して、スイッチング素子をオン状態にする。次に、デー
タ線駆動回路から共通電極の電位よりも高い電位の画像信号をデータ線に供給して、スイ
ッチング素子を介して、画素電極に書き込む。これにより、共通電極の電位と画素電極に
書き込んだ電位との電位差が液晶に印加される。
【００１４】
　また、以下の手順でデータ線を介して画素電極に負極性画像信号を書き込む。
　まず、走査線に制御信号を供給して、スイッチング素子をオン状態にする。次に、デー
タ線駆動回路から共通電極の電位よりも低い電位の画像信号をデータ線に供給して、スイ
ッチング素子を介して、画素電極に書き込む。これにより、共通電極の電位と画素電極に
書き込んだ電位との電位差が液晶に印加される。
【００１５】
　また、マルチプレクサ単位回路内において、複数の画素電極のうち走査線及びデータ線
が延びる方向に隣接する２以上のものが同じ極性となる。これにより、画素電極に交流電
圧の画像信号を書き込めるため、電気光学物質が焼付くことを防止できる。また、極性の
反転する回数を削減できるため、消費電力の増大を抑制できる。また、画素電極間で極性
が異なるもの同士の境界の数を削減できるため、画素間のディスクリネーションの影響を
抑制でき、コントラストの低下を抑制できる。さらに、１フレーム内に正極性の画素電極
及び負極性の画素電極を混在させることで、フリッカを相殺させ、フリッカを抑制できる
。
【００１６】
　また、複数の画素電極のうち、異なるマルチプレクサ単位回路毎の境界で制御されるも
のが同じ極性となる。これにより、複数の画素電極のうち走査線が延びる方向に隣接し、
かつ、異なるマルチプレクサ単位回路で制御されるもの同士において、極性が異なるもの
同士の境界を無くすことができるため、上述の画素電極同士の間におけるディスクリネー
ションの影響を抑制でき、コントラストの低下を抑制できる。
【００１７】
　また、上述の電気光学装置では、前記データ線駆動回路は、前記画素電極が、それぞれ
、連続する少なくとも２つ以上のフレームにおいて同じ極性となるように、前記正極性及
び負極性画像信号を供給することが好ましい。
【００１８】
　この発明によれば、画素電極が、それぞれ、連続する少なくとも２つ以上のフレームに
おいて同じ極性となる。これにより、極性の反転する回数を削減できるため、より消費電
力の増大を抑制できる。
【００１９】
　また、上述の電気光学装置では、前記データ線駆動回路は、フレーム単位で前記画素電
極のうち極性が異なるもの同士の境界が変わるように、前記正極性及び負極性画像信号を
供給することが好ましい。
【００２０】
　複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が同一の画素電極間で固定されると
、ブロックむらが発生したり電気光学物質が焼付いたりするおそれがある。
　そこで、この発明によれば、複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が、フ
レーム単位で変わるように、正極性及び負極性画像信号を供給する。これにより、連続す
るフレームにおいて、複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が同一の画素電
極間で固定されるのを防止して、ブロックむらや電気光学物質の焼付きを防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。なお、以下の実施形態の説明にあ
たって、同一構成要件については同一符号を付し、その説明を省略もしくは簡略化する。
【００２２】
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＜１．第１実施形態＞
　図１は、本発明の第１実施形態に係る電気光学装置１の平面図である。電気光学装置１
は、スイッチング素子としての薄膜トランジスタ（以降、ＴＦＴと呼ぶ）４３がマトリク
ス状に配置された素子基板と、この素子基板に対向配置された対向基板と、素子基板及び
対向基板の間に設けられた液晶と、から構成されている。
　素子基板上には、画素マトリクス１０、走査線駆動回路２０、マルチプレクサ３１を有
するデータ線駆動回路３０が形成される。
【００２３】
　画素マトリクス１０には、所定間隔おきに設けられたｍ本（ｍは２以上の自然数）の走
査線Ｙ１～Ｙｍと、これら走査線Ｙ１～Ｙｍに略直交するように所定間隔おきに設けられ
たｎ本（ｎは２以上の自然数）のデータ線Ｘ１～Ｘｎと、走査線Ｙ１～Ｙｍと略平行かつ
交互に設けられたｍ本のコモン線Ｚ１～Ｚｍと、が形成される。各走査線Ｙと各データ線
Ｘとの交差部分には、上述のＴＦＴ４３、画素電極４１、蓄積容量４４を有する画素回路
４０が設けられている。
　ＴＦＴ４３のゲートには、走査線Ｙが接続され、ＴＦＴ４３のソースには、データ線Ｘ
が接続され、ＴＦＴ４３のドレインには、画素電極４１及び蓄積容量４４が接続されてい
る。
【００２４】
　対向基板上には、複数の画素が配列された表示領域（図示省略）が形成され、各画素は
、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の３種類のカラーフィルタからなるサブ画素で構成され
る。
【００２５】
　各画素は、画素電極４１と、対向基板に形成される共通電極４２と、これら両電極間に
設けられた液晶４５と、によって構成される。これにより、画素マトリクス１０は、複数
の画素がマトリクス状に配列されて構成される。
【００２６】
　走査線駆動回路２０は、画素マトリクス１０の各走査線Ｙを駆動し、データ線駆動回路
３０は、画素マトリクス１０の各データ線Ｘを駆動する。
　具体的には、走査線駆動回路２０は、制御信号を各走査線Ｙに対してパルス的に線順次
で供給する。これにより、ある走査線Ｙに制御信号が供給されると、この走査線Ｙに接続
されるＴＦＴ４３がオン状態になり、この走査線Ｙに対応する画素が全て選択されること
になる。
【００２７】
　また、データ線駆動回路３０は、画像信号を各データ線Ｘに対して順次印加する。これ
により、画像信号を各データ線Ｘに順次供給し、オン状態のＴＦＴ４３を介して、各画素
の画素電極４１に順次画像信号を書き込む。画素電極４１の電圧は、蓄積容量４４により
、画像信号が書き込まれる期間よりも３桁も長い期間に亘って保持される。
【００２８】
　ここで、画像信号の電圧レベルを変化させることで、液晶の配向や秩序は印加電圧に応
じて変化するため、各画素の光変調による階調表示が可能となる。例えば、液晶を通過す
る光量は、ノーマリーホワイトモードであれば、印加電圧が高くなるにつれて減少し、ノ
ーマリーブラックモードであれば、印加電圧が高くなるにつれて増加する。したがって、
画像信号に応じたコントラストを有する光が各画素から射出されて、画像が表示される。
【００２９】
　図２は、データ線駆動回路３０のブロック図である。
　データ線駆動回路３０を構成するマルチプレクサ３１は、データ線Ｘを３本ずつまとめ
て制御するマルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓを含んで構成される。ここで、ｓは、２以
上の自然数である。３本ずつまとめられるデータ線Ｘは、それぞれ、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）
、Ｂ（青）のサブ画素に対応している。
【００３０】
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　マルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓは、それぞれ、第１、第２、第３のスイッチング素
子５１、５２、５３を有する。第１～第３のスイッチング素子５１～５３の一方の端子は
、全て入力端子ＳＩに接続され、他方の端子は、それぞれ、出力端子ＳＯＲ、ＳＯＧ、Ｓ
ＯＢに接続されている。出力端子ＳＯＲ、ＳＯＧ、ＳＯＢは、それぞれ、Ｒ（赤）、Ｇ（
緑）、Ｂ（青）の各色のデータ線Ｘに接続されている。すなわち、各マルチプレクサ単位
回路Ｍ１～Ｍｓは、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各サブ画素に画像信号を供給する。
【００３１】
　入力端子ＳＩには、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色の画像データが混合した画像
信号が供給される。
　第１～第３のスイッチング素子５１～５３の制御端子ＳＳには、第１～第３のスイッチ
ング素子５１～５３のいずれかを選択する制御信号が供給される。
【００３２】
　以上のマルチプレクサ３１は、以下のように動作する。
　マルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓの入力端子ＳＩに画像信号を供給するとともに、制
御端子ＳＳに制御信号を供給する。
　すると、制御信号に応じて、第１～第３のスイッチング素子５１～５３が順次オン状態
になる。具体的には、第１のスイッチング素子５１がオン状態になると、入力端子ＳＩか
ら入力された画像信号がＲ（赤）のデータ線Ｘ１に供給される。第２のスイッチング素子
５２がオン状態になると、入力端子ＳＩから入力された画像信号がＧ（緑）のデータ線Ｘ
２に供給される。第３のスイッチング素子５３がオン状態になると、入力端子ＳＩから入
力された画像信号がＢ（青）のデータ線Ｘ３に供給される。
　これにより、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）、Ｂ（青）の各色のデータ線Ｘを順次選択し、この選
択したデータ線Ｘに画像信号を供給できる。
【００３３】
　以上のデータ線駆動回路３０は、画素電極４１ごとに、共通電極４２の電位よりも高い
電位である正極性画像信号、または、共通電極４２の電位よりも低い電位である負極性画
像信号を、データ線Ｘに供給する。
　具体的には、データ線駆動回路３０は、マルチプレクサ単位回路内において、複数の画
素電極４１のうち走査線Ｙ及びデータ線Ｘが延びる方向に隣接する２以上のものが同じ極
性となり、かつ、異なるマルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓ毎の境界で制御されるものが
同じ極性となるように、正極性及び負極性画像信号をデータ線Ｘに供給する。
【００３４】
　図３は、１つのフレームにおける複数の画素電極の極性を表す模式図である。図３中、
データ線Ｘは、上述の各マルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓにより３本ずつ制御される。
例えば、データ線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３は、図２のマルチプレクサ単位回路Ｍ１で制御される
。
　図３中、「＋」、「－」の記号は、走査線Ｙとデータ線Ｘの交差に対応した画素電極の
極性を示す。具体的には、「＋」の記号は、画素電極が正極性であることを示す。「－」
の記号は、画素電極が負極性であることを示す。
【００３５】
　図３では、マルチプレクサ単位回路内において、複数の画素電極のうち走査線Ｙ及びデ
ータ線Ｘが延びる方向に隣接する２以上のものが同じ極性となっている。
　例えば、走査線Ｙ（ａ＋１）に係る画素電極に注目すると、データ線Ｘ３、Ｘ４、Ｘ５
との交差に対応する画素電極４１Ａ、４１Ｂ、４１Ｃは、正極性であり、Ｘ６、Ｘ７、Ｘ
８との交差に対応する画素電極４１Ｄ、４１Ｅ、４１Ｆは、負極性である。したがって、
マルチプレクサ単位回路Ｍ２において、走査線Ｙ（ａ＋１）の延びる方向に隣接する３つ
の画素電極４１Ｂ、４１Ｃ、４１Ｄのうち、画素電極４１Ｂ、４１Ｃの２つが同じ極性で
ある。
　また、例えば、データ線Ｘ１０に係る画素電極に注目すると、走査線Ｙａ、Ｙ（ａ＋１
）との交差に対応する画素電極４１Ｇ、４１Ｈは、正極性であり、走査線Ｙ（ａ＋２）、



(7) JP 5162811 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

Ｙ（ａ＋３）との交差に対応する画素電極４１Ｉ、４１Ｊは、負極性である。したがって
、マルチプレクサ単位回路Ｍ４において、データ線Ｘ１０の延びる方向に隣接する画素電
極のうち、２つの画素電極４１Ｇ、４１Ｈ、及び、画素電極４１Ｉ、４１Ｊが、それぞれ
、同じ極性である。
【００３６】
　また、複数の画素電極のうち、異なるマルチプレクサ単位回路毎の境界で制御されるも
のが同じ極性となっている。
　例えば、データ線Ｘ６、Ｘ７に係る画素電極に注目すると、走査線Ｙ（ａ＋１）との交
差に対応する画素電極４１Ｄ、４１Ｅは、両方とも、負極性であり、走査線Ｙ（ａ＋２）
との交差に対応する画素電極４１Ｋ、４１Ｌは、両方とも、正極性である。データ線Ｘ６
、Ｘ７は、それぞれ、図２のマルチプレクサ単位回路Ｍ２、Ｍ３で制御されるので、異な
るマルチプレクサ単位回路Ｍ１、Ｍ２で制御される画素電極４１Ｄ、４１Ｅ、及び、画素
電極４１Ｋ、４１Ｌが、それぞれ、同じ極性である。
【００３７】
　図４は、連続する複数のフレームにおける走査線Ｙａに係る画素電極の極性を表す模式
図である。図４中、データ線Ｘは、上述の各マルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓにより３
本ずつ制御される。例えば、データ線Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３は、図２のマルチプレクサ単位回
路Ｍ１で制御される。
　図４中、「＋」、「－」の記号は、走査線Ｙとデータ線Ｘの交差に対応した画素電極の
極性を示す。具体的には、「＋」の記号は、画素電極が正極性であることを示す。「－」
の記号は、画素電極が負極性であることを示す。
【００３８】
　図４において、画素電極が、それぞれ、連続する少なくとも２つ以上のフレームにおい
て同じ極性となっている。
　例えば、走査線Ｙａとデータ線Ｘ６の交差に対応した画素電極に注目すると、Ｊフレー
ム目、Ｊ＋１フレーム目における画素電極４１Ｍ、４１Ｎは、負極性であり、Ｊ＋２フレ
ーム目、Ｊ＋３フレーム目における画素電極４１Ｐ、４１Ｑは、正極性である。ここで、
Ｊは自然数である。上述の画素電極４１Ｍ、４１Ｎ、４１Ｐ、４１Ｑは、フレームが異な
るが、同一の画素電極であるので、画素電極が連続する２つのフレームにおいて同じ極性
である。
【００３９】
　また、フレーム単位で複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が変わってい
る。
　例えば、Ｊフレーム目における走査線Ｙａに係る画素電極に注目すると、データ線Ｘ１
０、Ｘ１１との交差に対応する画素電極４１Ｒ、４１Ｓは、それぞれ、正極性及び負極性
である。つまり、Ｊフレーム目においては、極性が異なる画素電極同士の境界が、画素電
極４１Ｒ、４１Ｓの間にある。
　一方、Ｊ＋１フレーム目における走査線Ｙａに係る画素電極に注目すると、データ線Ｘ
１１、Ｘ１２との交差に対応する画素電極４１Ｔ、４１Ｕは、それぞれ、正極性及び負極
性である。つまり、Ｊ＋１フレーム目においては、極性が異なる画素電極同士の境界が、
画素電極４１Ｔ、４１Ｕの間にある。
　したがって、Ｊフレーム目からＪ＋１フレーム目に変わることで、極性が異なる画素電
極同士の境界が変わっている。
【００４０】
　本実施形態によれば、以下のような効果がある。
　（１）マルチプレクサ単位回路内において、複数の画素電極のうち走査線Ｙ及びデータ
線Ｘが延びる方向に隣接する２以上のものが同じ極性となる。これにより、画素電極に交
流電圧の画像信号を書き込めるため、電気光学物質が焼付くことを防止できる。また、極
性の反転する回数を削減できるため、消費電力の増大を抑制できる。また、画素電極間で
極性が異なるもの同士の境界の数を削減できるため、画素間のディスクリネーションの影
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響を抑制でき、コントラストの低下を抑制できる。さらに、１フレーム内に正極性の画素
電極及び負極性の画素電極を混在させることで、フリッカを相殺させ、フリッカを抑制で
きる。
【００４１】
　（２）複数の画素電極のうち、異なるマルチプレクサ単位回路毎の境界で制御されるも
のが同じ極性となる。これにより、複数の画素電極のうち走査線Ｙが延びる方向に隣接し
、かつ、異なるマルチプレクサ単位回路で制御されるもの同士において、極性が異なるも
の同士の境界を無くすことができるため、上述の画素電極同士の間におけるディスクリネ
ーションの影響を抑制でき、コントラストの低下を抑制できる。
【００４２】
　（３）複数の画素電極が、それぞれ、連続する少なくとも２つ以上のフレームにおいて
同じ極性となる。これにより、極性の反転する回数を削減できるため、より消費電力の増
大を抑制できる。
【００４３】
　（４）フレーム単位で画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が変わる。これによ
り、連続するフレームにおいて、複数の画素電極のうち極性が異なるもの同士の境界が同
一の画素電極間で固定されるのを防止して、ブロックむらや電気光学物質の焼付きを防止
できる。
【００４４】
＜２．第２実施形態＞
　図５は、本発明の第２実施形態に係るデータ線駆動回路３０Ａのブロック図である。デ
ータ線駆動回路３０Ａは、マルチプレクサの構成が、図２のデータ線駆動回路３０と異な
る。
【００４５】
　マルチプレクサ３１Ａは、データ線Ｘを６本ずつまとめて制御するマルチプレクサ単位
回路Ｎ１～Ｎｔを含んで構成される。ここで、ｔは、２以上の自然数である。具体的には
、マルチプレクサ単位回路Ｎ１～Ｎｔは、第１実施形態のマルチプレクサ単位回路Ｍ１～
Ｍｓを２つずつ一体化したものである。
【００４６】
　図６は、１つのフレームにおける複数の画素電極の極性を表す模式図である。図６中、
データ線Ｘは、上述の各マルチプレクサ単位回路Ｎ１～Ｎｔにより６本ずつ制御される点
が、図３と異なる。
【００４７】
　図７は、連続する複数のフレームにおける複数の画素電極の極性を表す模式図である。
図７中、データ線Ｘは、上述の各マルチプレクサ単位回路Ｎ１～Ｎｔにより６本ずつ制御
される点が、図４と異なる。
【００４８】
　本実施形態によれば、上述の（１）～（４）に加え、以下のような効果がある。
　（５）第１実施形態に係るデータ線駆動回路３０では、データ線Ｘを３本ずつまとめて
制御するマルチプレクサ単位回路Ｍ１～Ｍｓを含んで構成されるのに対し、本実施形態に
係るデータ線駆動回路３０Ａでは、データ線Ｘを６本ずつまとめて制御するマルチプレク
サ単位回路Ｎ１～Ｎｔを含んで構成される。このため、同数のデータ線Ｘを制御する場合
、データ線駆動回路３０と比べて、データ線駆動回路３０Ａの方が、マルチプレクサ単位
回路が少なくなる。
【００４９】
＜３．変形例＞
　なお、本発明は上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　例えば、複数の画素電極のうち走査線が延びる方向に隣接する３つのものを、またデー
タ線が延びる方向に隣接する２つのものを、それぞれ同じ極性としたが、これに限らず、
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５つのものが同じ極性であってもよい。
【００５０】
　また、上述の各実施形態では、本発明を液晶を用いた電気光学装置１に適用したが、こ
れに限らず、液晶以外の電気光学物質を用いた電気光学装置にも適用できる。電気光学物
質とは、電気信号（電流信号または電圧信号）の供給によって透過率や輝度といった光学
的特性が変化する物質である。例えば、有機ＥＬ（Electro　Luminescent）や発光ポリマ
ーなどのＯＬＥＤ素子を電気光学物質として用いた表示パネルや、着色された液体とこの
液体に分散された白色の粒子とを含むマイクロカプセルを電気光学物質として用いた電気
泳動表示パネル、極性が相違する領域ごとに異なる色に塗り分けられたツイストボールを
電気光学物質として用いたツイストボールディスプレイパネル、黒色トナーを電気光学物
質として用いたトナーディスプレイパネル、あるいは、ヘリウムやネオン等の高圧ガスを
電気光学物質として用いたプラズマディスプレイパネルなど各種の電気光学装置に対して
も、上記実施形態と同様に本発明が適用され得る。
【００５１】
　＜４．電気光学装置＞
　図８は、上述の実施形態及び変形例に係る電気光学装置１の構成を示す斜視図であり、
図９は、図８におけるＺ－Ｚ´断面図である。
　電気光学装置１は、筐体４００（図９中破線で示す）に収納されている。電気光学装置
１は、画素電極４０６等が形成された素子基板４５１と、この素子基板４５１に対向配置
されかつ共通電極４２等が形成された対向基板４５２と、素子基板４５１及び対向基板４
５２の間に設けられた電気光学物質としての液晶４５５と、素子基板４５１の下側（対向
基板４５２とは反対側）に設けられて液晶４５５に光を照射する光源としてのバックライ
ト４５０と、を有する。素子基板４５１は、ガラスや半導体等で形成され、この素子基板
４５１上には、ＴＦＴ（Thin　Film　Transistor：薄膜トランジスタ）を用いて各種の回
路等が形成される。また、対向基板４５２は、ガラス等の透明性の材料で形成される。
【００５２】
　対向基板４５２の外周部には、素子基板４５１及び対向基板４５２の間隙を封止するシ
ール部材４５４が設けられている。このシール部材４５４は、素子基板４５１及び対向基
板４５２とともに、液晶４５５が封入される空間を形成する。シール部材４５４には、素
子基板４５１及び対向基板４５２の間隔を保持するため、スペーサ４５３が混入されてい
る。なお、シール部材４５４には、液晶４５５を封入するための開口部が形成されており
、この開口部は、液晶４５５の封入後に封止材４５６で封止されている。
【００５３】
　ここで、素子基板４５１の対向基板４５２側の表面であって、シール部材４５４の一辺
の外側には、Ｙ方向に延在するデータ線を駆動するデータ線駆動回路４０１が形成されて
いる。さらに、この一辺には複数の接続電極４５７が形成されて、この接続電極４５７を
通して各種信号が入力される。また、シール部材４５４の前記一辺の両側の辺には、Ｘ方
向に延在する後述する走査線を駆動する走査線駆動回路４０２が形成されている。
【００５４】
　＜５．電子機器＞
　次に、上述した実施形態に係る電気光学装置１を適用した電子機器について説明する。
図１０に、電気光学装置１を適用した携帯電話機の構成を示す。携帯電話機３０００は、
複数の操作ボタン３００１及びスクロールボタン３００２、ならびに表示ユニットとして
の電気光学装置１を有する。スクロールボタン３００２を操作することによって、電気光
学装置１に表示される画面がスクロールされる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の第１実施形態に係る電気光学装置の平面図である。
【図２】前記実施形態に係るデータ線駆動回路のブロック図である。
【図３】前記実施形態に係る１つのフレームにおける複数の画素電極の極性を表す模式図
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【図４】前記実施形態に係る連続する複数のフレームにおける複数の画素電極の極性を表
す模式図である。
【図５】本発明の第２実施形態に係るデータ線駆動回路のブロック図である。
【図６】前記実施形態に係る１つのフレームにおける複数の画素電極の極性を表す模式図
である。
【図７】前記実施形態に係る連続する複数のフレームにおける複数の画素電極の極性を表
す模式図である。
【図８】上述の実施形態及び変形例に係る電気光学装置１の構成を示す斜視図である。
【図９】図８におけるＺ－Ｚ´断面図である。
【図１０】上述の電気光学装置を適用した携帯電話機の構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１…電気光学装置、１０…画素マトリクス、２０…走査線駆動回路、３０、３０Ａ…デ
ータ線駆動回路、３１、３１Ａ…マルチプレクサ、４１…画素電極、４２…共通電極、４
３…ＴＦＴ、Ｘ…データ線、Ｙ…走査線。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】
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